
昭
和
四
十
八
年
総
理
府
令
第
四
十
一
号

恩
給
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
三
条
の
仮
定
俸
給
年
額
を
定
め
る
総
理
府
令

恩
給
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
六
十
号
）
附
則
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
の
仮
定
俸
給
年
額
を
定
め
る
総
理
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

恩
給
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
六
十
号
）
附
則
第
三
条
に
規
定
す
る
総
理
府
令
で
定
め
る
額
は
、
昭
和
四
十
八
年
九
月
三
十
日
に
お
け
る
恩
給
年
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
俸
給
年
額
に
対

応
す
る
同
法
附
則
別
表
の
仮
定
俸
給
年
額
を
Ａ
と
し
、
同
表
に
掲
げ
る
仮
定
俸
給
年
額
の
う
ち
、
Ａ
の
直
近
下
位
の
仮
定
俸
給
年
額
を
Ｂ
、
Ａ
の
直
近
上
位
の
仮
定
俸
給
年
額
を
Ｃ
、
Ｂ
の
四
段
階
上
位
の
仮
定
俸
給
年
額
を
Ｄ
、
Ｃ

の
四
段
階
上
位
の
仮
定
俸
給
年
額
を
Ｅ
と
し
た
場
合
に
お
け
る
次
の
算
式
に
よ
り
算
出
し
た
額
（
そ
の
額
に
、
五
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
百
円

に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
）
と
す
る
。

Ｄ
＋
（
Ｅ－

Ｄ
）×

（
（
Ａ－

Ｂ
）
／
（
Ｃ－

Ｂ
）
）

附
　
則

こ
の
府
令
は
、
昭
和
四
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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